
■くり返し，引いて，読んでほしい

今は紙の辞書と電子媒体の辞書が利用できる時

代。私の若い頃はもちろん紙辞書のみ。初めて手

にした時の感触，紙のにおい，やる気が湧いたこ

とを思い出します。

この頃は，はじめから電子媒体の辞書を使う生

徒も多いと聞きます。しかし，まずは紙辞書から

始めてほしいものです。紙の辞書には，ページが

一覧できる良さがあり，下線を引き，余白に書き

込み，付箋をつけるなど学びの跡が記録でき，身

につくことが実感されます。電子媒体辞書はある

レベルに達してから使えば一層習得がすすむでし

ょう。

この辞書で，辞書の引き方と引いて学ぶ楽しさ

をぜひ生徒にお伝えください。ページが反りかえ

るほど読み込む生徒が現われることを願っており

ます。

■改訂のねらい

改訂の主なねらいは次の５点です。

１．収録語彙と語の重要度表示の見直し

２．語のイメージをつかみやすくするための工夫

３．語義区分の見直し・用例の刷新

４．見やすい紙面

５．充実した関連情報と巻末付録

■「英語学習の旅」のガイドブック

学習用辞書には必要な語彙とその情報（つづ

り，発音，語形変化，品詞，語義，文法的特徴，用

例など）が過不足なくわかりやすく記述されてい

ることが求められます。

そこで，収録語彙を全面的に見直し，現在の英

語を正しく反映するようにアップデートしまし

た。併せて語の重要度表示を初版の３段階から５

段階に変更して習得レベルを明確にしました（詳

しくは関山健治（pp.6-7）参照）。

「見やすい」レイアウトで，「わかりやすく」

書かれていることが親しみをおぼえる上で大切で

す。重要語，重要語義や品詞記号，語義番号，カ

タカナ表記の第１アクセントなどに太字，色文字

を用い，随所にコラムを配置して，格段に見やす

い紙面になりました。

■入門期の辞書指導

「英語学習の旅」のガイド役として，辞書の使

い方と早く引くコツがわかる「英語の入口」を設

けました。まずここを生徒とお読みください。使

い方がわかれば，生徒は使う習慣も身について，

効果的に楽しく学習できるでしょう。

■語のイメージをつかむ

意味のわからない単語に出会うと見出しのすぐ

近くに挙げられた第１語義しか確認せず，文の意

味がとれなくなる生徒がみられます。

特に複数の重要語義や品詞がある重要語につい

ては「ベーシック単語カード」という欄を設けま

した。最初にここを確認することで，単語が１つ

の訳語だけでなく，様々な意味と使い方を持つも

のであることを確認できるでしょう。

また，前置詞，動詞などに基本的な意味がイメ
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ージできるイラストを添えました（これらに関し

ては畠山利一（pp.4-5）参照）。

■一歩踏み込んで

意味のよく似た語や表現に出会うと，その違い

や使い方をもっと知りたいという気になるもので

す。授業を先に進めたい思いを抑えて生徒と一緒

に辞書で確かめることがあるかと思います。その

ようなときに活かせるコラムとして，【似た語】

【使い方】（下図①），【使い分け】（同②），【ここに

注目 】（本誌p.13）などを随所に設けています。

■関連情報，文化背景を知る楽しさ

語の文化背景，日英語のずれなど，語に関する

いろいろなことがらを知ることで，外国語学習が

単に言葉を学ぶ以上の異文化理解にもつながるで

しょう。【文化】（下図③④），【表現】（同⑤），【関

連】（同⑥），【事情】（同⑦）などのコラムで扱っ

ています。

また，語の関連性を気づかせるコラムとして

【Quiz!】（本誌p.9），【なるほど単語情報】（下図

⑧），【一緒に覚えよう 】（本誌p.12）なども掲

載しています。

■発信に役立つ情報

用例は，やさしい語と構文で具体的にイメージ

できるもの，また生徒の生活に身近な話題を取り

入れました。実際に使える短い対話例を数多く挙

げました。巻末付録「和英小辞典」を発信の補助

ツールとしてご活用ください（p.10参照）。

このようにさまざまの工夫，情報が満載の『ベ

ーシックジーニアス英和辞典』は，生徒の興味と

学習意欲を大いに刺激するものと確信していま

す。（はらかわ ひろよし・元平安女学院大学短期大学部教授)
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